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コウ トウ キシ タ ア ゲハ 雌雄 型 の 1 例 
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An example of gynandromorph of Troides magellanus C. et R. FELDER 


TORU NAGAYOSHI and SATORU IWASAKI 


筆者 の 1 人 岩崎 が 1968 年 4 月 より 5 月 に 台湾 各地 を 採集 旅行 し た 折 , コウ トウ キシ タ ア ゲハ (Troides magella- 
nus C. & R. FELDER) の 雌雄 型 を 入手 し た . 本 種 の 雌雄 弄 に つい て は まだ 報告 を 半 か な い の で と と に 記録 し て お 
きた いと 思う . 本 個体 は 鳥 来 (台北 県 ) の 余 清 義 よ り 入手 し た も の で , 紅 頭 出産 と いう 以外 , 採集 年 月 は 不明 で あ 
る . 
と の コウ トウ キシ タ ア ゲハ へ ハ 雌 礁 型 は いわ ゆる 部 分 的 雌 故 型 に 属し , 体形 は ほとん ど 雄 の 特徴 を ぶし て お り , 後 対 
し 


左側 の 翔 の 一 部 区 見 の 形態 を 現 わ し て いる (Fig. 2・3). すなわち , 後半 左側 の 外縁 形 が 雄 よ り も 凹凸 が は げ し く 














Fig.1. コウ トウ キシ タ ア ゲハ (Troides magellanus C. & R. FELDER) 2 正常 型 
Fig.2. 同 , 雌雄 型 (表面 
Fig.3. 同 , 雌雄 型 (裏面 ) 


ドー 











NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


= 1 蝶 と 星 TYO TO GA (Trans. Lep. Soc. Jap.) Vol. 20, No. 3 & 4 1969 





(Fig. 4・B), 雌 の 傾向 を 示し て いる . また , 外縁 の 黒色 部 が 対 脈 間 で 雄 よ り 内 側 へ 突き 出し お り (Fig. 4・E), 








岩崎 が 保存 し て いる 
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裏面 に その 傾向 が 強い (Fig. 4・H). さら に , 諾 後 翔 第 1 第 
4 室内 に 黒色 斑 を 現 わ し (Fig. 4・E)), 裏面 は 表面 より さら に 
黒色 斑 の 面積 が 広く (Fig. 4・H), 
の 傾向 を 示し て いる . 本 個体 の 開閉 長 117 mm で ある . 標本 は 


この 黒色 斑 の 出現 は 雌 型 


Fig. 4. (CA) コウ トウ キシ タ ア ゲハ 正常 弄 後 款 外縁 甚 形 


雌雄 型 後 超 外 緑 引 形 
3 正常 型 後 燃 外縁 其 形 
9 正常 理 後 期 表面 区 
堆 雄 弄 後 起 表 面 
8 正常 型 後天 表面 殆 紋 
$ 正常 弄 後 妹 裏 面 衝 紋 
雌 座 謀 後 庄 裏 面 玖 

















アオ タテ ハモ ドキ の 発育 経過 と 性 比 に つい て の 
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一 資料 


本 誌 , 19(3/4:69, 1968 に アオ タテ ハモ ドキ Precis orithya LINNAEUS の 卵 縦 条 数 の 変異 に つい て 記録 し 


た が , その 後 同じ 材料 を 使っ て その 発育 経過 , 
発育 経過 調査 の 材料 と し た の は 1968 年 8 月 22 日 産卵 の 10 卵 で , 卵 ・ 
同じ く 虹 の 管理 温度 は 約 27°C (26*>28*C), 用 いた 食 草 ( 





性 比 を 調査 し た の で , 結果 を 資料 と し て 簡単 に メモ し て お きた い . 


幼虫 の 管理 温度 は 約 30°C (29*~31°C), 


まさ キツ ネ ノ マ ゴ で あっ た ., 





経過 は 98 月 25 日 ふ化 ( 卵 期 3 日 ) 8 月 27 日 1 眠 起 (1 令 期 2 日 8 月 29 日 2 眠 起 (2 令 期 2 日 ) 9 月 1 日 3 
眠 起 (3 令 期 2 日 ) 9 月 4 日 4 眠 起 (4 令 期 3 日 ) で , 4 眠 起 まで の 経過 は 10 個 体 と も よく 揃っ て いた . 5 令 期 
8 日 3 頭 虹 化 (5 令 期 4 日 ) 9 月 9 日 5 頭 帳 化 (5 今期 5 日 ), 9 月 10 日 








に 入っ て 発育 の 遅 速 が あら われ , 


2 頭 暴 化 (5 令 期 6 日), 幼虫 令 数 は すべ て 5 令 で あっ た . 
暴 化 し , 9 月 16 日 に 羽化 し た * 1 頭 で , 正 


9 月 

















遇 期 は 1 頭 の 例外 を 除き すべ て 8 日 (例外 は 9 月 9 日 に 
期 7 日 う . 上 記 調 査 の 10 個 体 に つい て 羽化 日 と 性 別 の 関係 は 9 月 16 日 羽化 





(282), 9 月 17 日 羽化 (26 2\), 9 月 18 日 羽化 (1$18) で に よる 発育 の 遅 速 が 全く 見 られ な か っ 
< の は , われ われ の 経験 か ら 言 えば 珍し い 例 で ある と 思う . 
日 ~9 月 10 日 に 採卵 し た 卵 か ら ふ 化し た 幼虫 の 一 部 を 九 大 教養 部 構内 の 昆 
月 20 日 に わた っ て 羽化 ) を えん た. その 8 


以上 の 経過 観察 資料 と は 別に 8 
虫 飼育 室内 の 食 草 に 放 飼 し た が , 


g 比率 は 164C③$): 153C$) で , その 性 比 は ほ は ば 1 
上 記 の 資料 に 示し た 通り 高温 に お いて 
な い が , 少し 温度 が 低下 する と 発育 は 著しく 緩慢 と な り , 





月 17 











と れ か ら 317 頭 の 成虫 (9 月 14 日 より 11 





・ 1 と いう 結果 が えら れ た . 
は 産卵 日 か ら 羽 化 日 まで の 日 数 は 25 て 27 日 (平均 26 日 ) で 1 カ月 を 要 し 
最も 遅い 個体 は 11 月 20 日 (うう 羽化 し て いる が , と 











の 個体 は 最も 遅く 産卵 され た 卵 (すなわち 9 月 10 日 産卵 の も の ) か ら ふ 化し た も の と し て 計算 し て も 71 日 を 要 し 


た と と に な る . 
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